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序 文

上川町の先史文化の研究は、 「上川町史」の先史絹の中でふれら

れていて、その編年は1日石器文化の時代に位置づけされており、開

拓以来現在迄町内各地から発見される遺物からは、土器文化時代の

存在を立証するものは一点も発見されないまま今日忙至った。

昭和51年の春、佐藤吉弘氏によって、この先史の土器文化の存在

を示す重要な手がかりが発見された。一片の石としが思えない遺物

を、それと気づき連絡をくださった氏の高眼忙心からの敬意を表す

るものである。

この貴重な発見を契機に、土器文化時代の解明にのりだすべく、

上川町埋蔵文化財調壺会が結成され、この遺跡を越路34線遺跡と命

名した。この遺跡のある越路地区は、上川町で最も初期忙開拓された地城である。このことは明治

初期すでに越路地区を経て越路峠に至り、北見方面匠ぬける通路があり多くの人々が、 Lの地区を

訪れていたことからも当然のことと考えられる。先史時代にはLLを流れるエチャナンケ y プ川、

越路峠付近—哨野ま、漁狩の場としてその餌物の豊富だったことが推定される。現忙町内で最も近年

までサケ、マスのそ上が見られた河川であり、現在でもウグイ、アメマス、イワナの豊富な川であ

る。また毎年のよう匠何度か工ゾンカ、 ヒグマの通過する地点であり、ノウサギ、キクキツネは常

侭居る場所でもある。先史時代忙は、おそらくこの豊富な食糧ときびしい自然条件の中で生活を営

み続けていたと思われる。 Lのことからも Lの遺跡の研究は充分な価値のあるものと考えられる。

これら先史文化の探究は、先人から現在侭至る歴史の変遷を知るうえで重要な位置づけがなされ

選跡から発見された石器・土器等の遺物をとおして郷土の先史の人々の生活のようすが想像される。

今回の発掘調査と Lの資料が、考古学研究匠、郷土文化向上、郷土愛の高揚紅役立つことを期待

するものである。

終わり忙、本調査紀当り終始多くの御指導御助言を賜りました斉藤 傑学芸員に深甚の謝意を表

わします。また直接、発見企画調査研究と日夜深更まで研究努力を重ねて今日に至った上川町埋蔵

文化財調査会のメンパー各位忙心からその労をねぎらい今後益々の活動を期待して序文とする。

昭和52年11月

上川町教育委員会

教育長 河本芳実
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発刊にあた つ て

開基82年の上川町（明治2碑三、本田喜市氏入植を起原として）

更にこれをさかのぽって人跡をたどれば、彼の松田市太郎幕吏のイ

ジカリ /II水源見分に至るが、これとて漸く 120年前のことである。

これは幕命による大探検であったが、町城内石狩川の水源をきわめ

たものであって、和人足跡の最古のものである。もとより先住者ア

イヌの足跡は、これよりも更匹昔に遡ることは当然のことであるが、

この民族の文字のないことに原因して、往古記録は全く尋ねようも

ない。必ずやその足跡は、町城内奥地にもあったことであろうが、

今日では、ただ推定する以外にない。恐らく徳川期を越えるものが

あったであろう。

道央内陸の奥地としての上川町。そこに往古いかなる人跡があったであろうか。このことは上川

町郷土人として何人も知りたいところである。

今回、上川町埋蔵文化財調査会編さんによる、本「J:川町越路34線遺跡」の発掘報告書が、上川

町教育委員会の画期的な英断により刊行されるに至った。これ花は更侭町理事者の格別の厚配を受

けている次第であるが、郷土文化進展の為匠誠に喜ぶべきことであって、町内大方の各位と共に慶

祝して止まない次第である。調査会陣容は、つとに町内の恵まれた自然界に科学的なメスを入れて

いる上川町自然科学研究会を主軸として、上川町郷土研究会が協賛して成るものである。そうして

調査会最初の、その上、土器文化の解明という本町侭とっては、まさに記録的な刊行であって、世

に問うてそのひ益するところ頗る大なるものがありと信ずるものである。先きに昭和34年、江差牛

石器文化が、安足間文化協会（会長小山康三氏）の手によって「江差牛」遺跡報告書として刊行さ

れているが、本町城内古代先史の解明として、石器•土器両文化の双壁となるものである。

今回の刊行杯よって、道央内陸の地、上川町城内の先史文化の一部が解明され、更に今後、この

方面の探究調査が、重ねられる契機ともなれば、悠久過去への思慕愛着もまた一段と濃厚となるこ

とであろうが、特に青少年層のこれへの関心を強く望んでや主ない次第である。

昭和52年11月

上川町埋蔵文化財調査会

会長都竹一衛
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例 言

1 本書は、昭和52年 4月29日から 5月1日まで行なわ

れた上川町越路34線遺跡の発掘調査報告である。

2. 本調査は、上川町教育委員会の責任侭おいて実施し

た。

a 本調査は、上川町教育委員会の依頼により、旭川市

教育委員会の斉藤傑が担当した。

4. 発描調査、遺物の整理は、上川町教育委員会より依

頼を受けた上川町埋蔵文化財調査会の会員が協力し

て行なった。

5, 本書の執筆は、上川町埋蔵文化財調査会の会員合議

の上で、第 1章、第 2章を成田新太郎、第 3章を中

条良作•福田和民、第 4 章、第 5 章を中谷良弘、第

6章を斉藤傑がそれぞれ分担執箪した。

6 挿図は、中谷良弘が、写真は、成田新太郎が主とし

て担当した。

凡 例

L 遺物は、少ない数量の中から代表的なものを選び説

明を加えた。

2 挿図の縮尺は、図のなかに示した。

＆ 写真は、原則的侭は挿医に順じた。
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第 1医 越路 34線遺跡付近地形因（矢印は遺跡の所在を示す）

5万分の 1 「上川町管内図」より
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第 1章 越路34線遺跡の名称及び位謹の唄要

本遺跡は、上川町で始めて土器が発見された場所で、遺跡の北側を通る34線道路1/[ちなんで「越

路34線遺跡」と名づけた。また、この遺跡は、士地所有者・佐藤吉弘氏が昭和5碑三10月農作物の収

穫時に土器片を発見したことによって判明したものである。

遺跡の位置は、おおよそ東経 142度46分、北緯43度50分、最近標高碁準点 35Q97 mの東南東約30

Om、石北線上川駅より北北西約 I.5 Kmの地点である。行政区画では、 J:川郡上川町越路 286番地

である。

越路地区の基盤は、先白亜紀の粘板岩でその上紀不整合匠第西紀熔結凝灰岩が発逹している。こ

こをエチャナンケップ川が東西に流れており、この/IIの右岸は後背地（北側）からの崖錐堆積物、

さら侭低位の河成段丘あるいは沖積世堆積物が発達している。河成段丘は2-a段忙なり、下位侭

砂礫層、一部に粘土層や泥炭層の見られる地層である。遺跡は、エチャナンケップ川右岸の最低位

の段丘面上にある。

越路地区の地形は、上）II町の北西に位置し東から滝上町、朝日町、愛別町と接する町界線に並ぶ

1000噸後の山々に北面をさえぎられ、南面は摺鉢山 (!02&3m) の南西の山すそが続く丘稜帯（

500 - 600 m) があり、これが上川町市街地を分ける越路峠 (39&3m) から西方侭山々が連なり

最高峰は江差牛山 (59&2m) で西方紅伸び石狩川沿侭ある円山 (452.8m)で終わる。南北の両側を

山で囲まれた東西侭細長く、エチャナンケップ川の右岸を主として開拓された農村である。

この地区は、明治28年上川町の入植第 1号を記している所で、町内では最も早く開拓された地帯

である。これは、開拓以前侭幕末、明治初年代各種の踏査が行なわれ、この地区を通過した史実が

示すように、北見方面にぬける通路として多くの人々忙知られていたためである。先住者のアイヌ

の人達は、石狩川をさかの殴り安足間周辺の石狩川の急流をさけ、エチャナンケップ）II沿を選んで

いた訳である。このことは、アイヌ語の地名からも充分推量できる。安足間 (andara-oma)・渕の

所、江差牛 (esaushi)・ 山が川岸までせまっている所をさけ、エチャナンケップ川 (1chanankep) 

鱒の堀りある川・侭食糧を求め、越路峠に立って、大雪山 (notakam-ushpe)を遠望し、ルベッ

ペ (rupeshpe) ・現上川市街・ 山越えの入ロ・のあるところに下り、ルペシペ川を上り北見国へぬ

けたものである。現に駅逓所のあとは、この通路沿に建てられ史実侭越路 9レペッベを経て中越駅逓

（ルベシベ川沿で現中越駅付近）に至り北見にぬけたと記されている。

1 chanankep・鱒の堀のある所であるエチャナンケップ川は、その名の示す如く戦前～昭和20年代

後半まで数多くのサケ、マスのそ上があった。また昭和45年までは、イトゥの産卵そ上が数多く確

認できた。しかし、その後の河川改修その他の工事で現在はまったく見ることができない。

エチャナンケップ）iiは、越路地区を東西匹流れる約12Km程度の4嘩I川で、摺鉢山を源とし南側の

山波の直下を沿うよう 1/[流れ石狩川にそそいでいる nおそらく先史時代、明治の開拓時代侭は、豊

富な魚量をもち、これを求める先人達の生活も充分に予想されるところである。

- 7 -
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第2図 越路34線遺跡付近要図 0k萩原図、中条改作）
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越路地区には、これらを裏づけでもするかのよう忙二つの遺跡が確認されている。そのひとつは

江差牛遺跡で前述円山 (452.Bm)の丘稜帯にある。この地点は、 arrlara-om a , rupeshpe , さら忙

アイペジ (aiPet)の各方面を一望にできる石狩川直上忙あたる所である。また ichanankepは、石狩

川の合流点から見渡せ南東佼 notakam-ushpeを目前忙できる所でもある。ここは昭和34、3詞ミ

侭調査が行なわれ、多数の石器が発見され報告書も出されている。註1

また本遺跡の北北東約 1Kmの地点には、越路籐田遺跡があり昭和3碑彗こ黒曜石の原石及び石器が

数十点発見されている。また越路峠を経てルペゾペ吐：JII市街）の東、石狩川とルベゾベ川の合流

点の河岸段丘からは数多くの1日石器が出土し現在も春耕悛匠石片を発見することがある日東遺跡が

ある。
註2

このような環境の中で、土器の発見は先史時代の解明のため忙も多くの意味をもつものと考える。

とく侭、速路峠直下のエチャナンケ yプ川右岸、それも現在の流れと 100m とへだてない地点で発

見されたことは、先史時代の解明のための手がかりとして重要であるといえよう。
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第 2章 越路34線遺跡調査に至る経過

概 要

越路34線遺跡の地区は、上川町で最も早期匹開拓された所である。上川町入地 1号は、この地区

(])27線沢で明治28年であった。この年から続々と入植者があり、明治20年代には、すで紅遺跡の周

辺は開拓されていた。これより先、明治24年侭は、この越路地区に越路駅逓所が設けられ、町内の

中越駅逓と結び、北見方面にぬける道路があった。さら化、さかの四ると、明治初期、幕末にかけ

ての奥地の探検者は、現旭川市より、現愛別、安足間夜で石狩川をのぽり、ここで石狩川の急流を

さけ、左折して、エチャナンケ y プ川沿いの通路を利用し、越路峠に立って大雪を望み奥地に向っ
註5

「上川町史」に記されている。従って、かなり早い時期からこのエチャナンケップ川沿たことが、

いの通路は多くの人々に知られており、おそらく、先住のアイヌの人たちも数多く、この通路を用

いたものと推定される。越路34線遺跡は、この通路沿い忙あり、越路峠のすぐ下であることからも

何らかの意味があるような気がする。

この遺跡の周辺は、戦前、戦後、数戸の農家があったが、昭和3但巨代後半から現在まで、離農が

続き、休耕施策と相まって、現在では、佐藤吉弘氏宅一戸を残すのみとなった。離農、休耕前は、

殆どが水田であったが、現在は休耕・転作の草地、及び若干の畑地となっている。

遺跡所在地の地主、佐藤吉弘氏は、昭和28年現在地に入地され、農業を主として米作を中心侭さ

れていたが、現在は休耕し、家の周囲を若干、野菜を耕作されている。そのかたわら、佐藤氏は、

上）II営林署職員として勤務されている。

昭和51年春、佐藤吉弘氏は、昨年耕作の長芋を収穫すぺく作業をされていた。たまたま、黒曜石

の石器のようなもの、土器片のようなものを発見され、不明のまま、成田

絡された。この発見忙よって縄文土器と推定され、発掘調査の契機となった訳である。

上川町では、 これまで各地で石器が発見されて

いた。第 3図は、石器が発見された遺跡の所在地

を示したものである。これらの地点の主なものは

石狩川流域の河成段丘上のメノコ沢遺跡、

ら加藤銀市氏宅地で石器が多数発見され、

）レペシ

べIllと石狩川の合流点近くの河成段丘上にある日

東遺跡、越路地区内には、藤田遺跡、江差牛遺跡

があるぎiた、大正14年、塩谷忠等によって、
20QOmの高地である白雲岳、小泉岳で発見され、

注目された石器、採集地がある。
註5

これらの遺跡の内で、日東遺跡は昭和30年代か

300余

点侭達したと云われ、現在も畑地から黒曜石の石

愛別町

'""  ''  

第3図

（現調査会副会長） 紅連

上川郡上川町内遺跡の分布

（※印は遺跡を示す）

l
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刃等が時々発見される。藤田遺跡は、昭和34-3碑畔こかけ、土地の所有者、藤田忠逸氏が農耕中匠

たまた夜発見したもので、黒曜石の原石を含む、石刃等30数点が採集されている。これらの一部は

現在、層雲峡博物館匠展示されている。また、石狩）IIを直下侭見下す江差牛遺跡は、昭和34-35年

にかけて安足間文化協会（代表小山康三氏）の手によって発掘され、報告書も出されている。この

よう侭町内各地に点在する遺跡からは、今回、越路34線遺跡で土器が発見されるまでは、石器類し

か発見されておらず、士器のある時代の文化を立証する侭たる遺跡を発見することができないまま

今日に至った訳である。

この土器の発見によって、これまで上川町では土器文化時代のことは立証できないとあきらめて

いた私たちは、早速応この遺跡の発掘調査および研究にのりだすぺく活動を始め、今日の発掘佼

至った訳である。

2 調査略年譜

上川町での今日までの遺跡調査等を、 「上川町史」から拾ってみると次のよう匠なる。
註6

大正初期 寺島孝儀氏、白川高台で石刃を発見

大正 5年頃 菊地清蔵氏、清川メノコ沢遺跡で遺物を発見

大正1碑 塩谷忠氏等、小泉岳、白雲岳で石器の散乱しているのを発見

昭和24年 菅原勝雄氏、江差牛遺跡より遺物を発見

昭和30年代 加藤銀市氏、日東遺跡で遺物を収集

昭和8碑こ 江差牛遺跡を安足間文化協会が発掘調査

昭和35年 藤田忠逸氏、越路藤田遺跡で遺物を収集

昭和37~41年 都竹一術氏、町史網さんのため侭遺物を調査

昭和51年 5月 佐藤吉弘氏、所有地内より縄文土器を発見

昭和51年10月～上川町教育委員会、発掘調査侭ついて関係機関と連絡調整

昭和52年 3月 上川町埋蔵文化財調査会が発足、越路34線遺跡と命名。

5 調査の動機

(1) c_の遺跡は、士地所有者の佐藤吉弘氏の申し出の通り、春耕時、収穫時に包含遺物が著しく

破壊され、特佼今回の発掘場所は、長芋が栽培されているため匠遣跡全体が破壊されるおそれ

もあるところから、 Lの破壊の進行せぬ前に調査を行ない遺跡及び遺物の正確な記録を残して

おきたいと考えた。

(2) 上川町内忙おいて始めて縄文式土器を出土する遺跡が確認されたので、その遺跡の実態を調

査侭よってあきらかにし、記録に残したいと考えた。

(3) 今までも、教育文化の＇発展向上を願う立場から、様々の活動を行っているが、今調査も郷土

史研究、自然科学研究のグ）レープの学習の場とするととも忙、その成果を町民に公表し、教育

活動の教材としたり、今後の研究の資料としたいと考えた。
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4 調査会の組織

今回、越路34線遺跡を調査するにあたり、埋蔵文化財調査会を組織し、調杏侭あたった。

上川町埋蔵文化財調査会

顧問 大方春一 上川町長

河本芳実 上川町教育委員会教育長

清野善吉 上川町議会議長

会長 都竹一衛 上川町文化協会会長

副会長 成田新太郎 上川町自然科学研究会会長

担当者 斉藤 傑 旭川市教育委員会

調査長 中谷良弘 上川町自然科学研究会事務局長

調査員 中条良作 上川町自然科学研究会員・郷土研究会員・郷土資料収集員

盛 久良 上川町自然科学研究会員・郷土資料収集員

嘉屋元一 同上

堀内重夫 同上

保田信紀 同上

佐藤清吉 同上

水野英正 上川町郷土研究会員・郷土資料収集員

辻 淳 同上

富塚秀安 同上

中山 修 同上

大西幸雄 同上

原田 豊 同上

福田和民 同上

矢萩峰司 上川町役場

事務局長 鈴木文雄 上川町教育委員会社会教育課課長・公民館館長

事務局員 藤坂孝一 上川町教育委員会社会教育課

小野寺直樹 元上川町教育委員会社会教育課

小西峰夫 同上 社会教育主事

（現北海道教育庁上川教育局社会教育主事）
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第 5章 越路34線遺跡発堀調査の経過

4月4日（月）

午後 1時30分 上川町福祉会館において、旭川より斉藤傑学芸員を迎え発掘の事前学習を行

なう。乎日であるが会長以下15名の参加があった。

4月23日仕）曇

融雪を促進するため、発掘予定地とその周囲を除雪する （午後 1時-3時）

参加者：成田、中谷、鈴木、藤坂

4月28日休） 曇後みぞれ偲温十 4℃)

羞耕・収穫期侭於て遺物が破壊される恐れがあると申し出のあった地点を中心に、 トレンチの

大きさを縦横2mとし、東西に10m、南北忙22mを十字形忙設定した。設定に先だち役場水道

課の泉技師によって水準点を定め、この基準点を基侭水平面を定めた。尚基準点は B11発掘区

東南の隅とした。予定発掘区の面積は、 60忙である （午後 2時-4時）

参加者：都竹、成田、中谷、藤坂、ぃ野寺、泉、成田

・午後 6時より福祉会館に於て最終打ち合わせを行なう。出席者12名。

4月29日（金） 曇り時々みぞれ傑温十 l℃)

河本教育長の参加を得て各発掘区に担当者を決め発掘作業を開始する。 B2発掘区の南西隅か

ら土器が押潰されたような状態でかたまって出土した。 B3発掘区から土器片、石器が多く出

土し、 B4発掘区から石器及び剥片が多く出土した。 (12、C14、A4、A5の各発掘区を拡

張設定した（作業開始午前 8時、終了午後 5時）

見学者：樋口信夫氏、堀内夫人、小中学生 5-6名。

参加者：都竹、成田、鈴木、藤坂、小野寺、中谷、中条、盛、嘉屋、堀内、保田、佐藤、水野、

辻、原田、矢萩、河本、斉藤、小西夫妻。

4月30日 (±) 曇り一時賭（気温+5℃）

A4、A 5、B1、― B3、 B4、B5、(12、(13、(14の各発掘区を堀り下げる。 (13発掘

区から骨片、クルミが出土した。またA4発掘区から土器片がかたまって出土した。前日に続

いてB4発掘区から石器、剥片が多数出土した（作業開始午後1時、終了 4時）

見学者：沢田町議、仲平文協事務局長、溝口氏、学生数人。

参加者：都竹、成田、鈴木、藤坂、小野寺、中谷、中条、盛、堀内、保田、佐藤、水野、原田、

福田、矢萩。

5月1日（日） 曇後雨俊温 0℃)

予定の発掘区全域を掘り下げる。 AS発掘区付近から土器片多数、 B2発掘区から土器片及び

剥片、 (13発掘区から骨片及び木炭が出土する。東西、南北両方向侭おける土層断面の観察記

録後、発掘区全城の埋戻しをする （作業開始午前 8時、終了午後 1時30分）

-12 -
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参加者：都竹、成田、鈴木、藤坂、小野寺、中谷、中条、盛、嘉屋、堀内、保田、辻、福田、

矢萩、斉藤。

5月 7日に）

福祉会館侭おいて発掘遺物の分類整理と水洗いを行なう。

参加者：都竹、成田、藤坂、中谷、中条、堀内、保田、辻。

5月22日は：）

遺物台帳を作成し、遺物侭整理番号を記す。

参加者：成田、中谷、中条、佐藤、保田、藤坂、福田。

7月16日は：）

斉藤学芸員を講師に迎え遺物の実測、拓本、復元などの方法を学習する。

参加者：斉藤、成田、堀内、中谷、藤坂、佐藤。

8月26日論）

調査報告書作成のための打ち合わせと執筆分担を決める。

参加者：都竹、鈴木、成田、中谷、堀内、保田、嘉屋、原田、佐藤憫）、辻、水野、藤坂、

佐藤（吉）、矢萩、福田、小野寺。

11月末日 調査報告書の原稿集約。

4 月 29日（第 1 日） 4月 30日（第 2 日） 5月 1 日（第 3 日） 合計

発掘区
掘深(od)
遺物

土器 石器その他
担当者 掘深（国

遺物

士器 石器その他
担当者 挽深(cm)

遺物

土器石器その
担当者
土石

器器 1 
As -4S ？ 2 1 堀内 ＇ 

2 ' 
A4 -3S H ' 1 原田 " ' ' 
A5 -,s ' 

水野 ' 
A6 表土 ' 

？ ' 
A7 表土 2 2 ？ 2 2 

As 表土 22 2 1 ？ 22 2 ' 
s, 小野寺 - 45 4 2 小野寺 4 2 

B, -25 44 4 1 藤坂 下唇土 3 " 2 藤坂 47 70 3 
Be -4, " " 

1 中条 - 4S 

' 1 中
条 -so ' 中条 1' 盆 2 

84 -30 32 ' 盛
-so " 1 嘉屋

45 唱 87 ' 
Bs -rn 2 ' 辻

- 30 1 2 辻 3 2 2 

B6 表土 ' ' 
原田 ' ' 

B7 表土 2 l 嘉屋
2 ' 

Bs 表土 2 ' 成
田 2 1 

B9 表土 ' ' 鈴木 ' ' 
Brn -'° 1 河本 ' 
Bn 表土 2 都竹

2 

C2 表土 2 矢萩
2 

Ca -2, 2 , 保田 - 3' ' 保田 - 40 4 保田 3 2 4 

C4 -'2 1 鈴木 1 鈴木 1し
' 

Da -30 7 7 佐藤締 rn 佐藤借 23 7 

Es -,S 4 1 佐藤固
4 ' 

合計 94 8' '5 ' " 7 " 55 
7 1お '"' " 

第 1表越路34掠遺跡発掘区出土遺物一覧
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第 4章 越路34線遺跡発堀調査の成呆

発据区の設定

発掘区は、耕作中侭遺物が掘り出された地点を中心にして、南

北に22m、東西紀!Omのトレンチを設定し、 1区画を 2X 2 mと

し、北から南に、 1、 2、8……,11、東から西に、 A、B、(1

…・Eの記号を付した儒 4図）。この発掘区に従うと耕作中に

遺物が掘り出された場所は、 B3の発掘区花なる。

今回の調査では、 A3から AS、BIから B11、(12から (14、

D a、E3の各発掘区を調査し、発掘総面積は88記となる。

2 層位

発掘区における土層断面の観察は、 Bトレンチの東側の壁面と

8トレンチの北測の壁面で行なった。その観察によると、堆積順

序は上から第 1層・黒褐色腐植士層、第 2層・黄褐色土層、第 8

層•砂礫層となっている領 5 図）。

遺物は、第 1層と第 2層から出土したが、本来は第 2層が包含

層と思われるが、耕作等忙よって第 2層わら遊離して第 1層に包

含されること匠なったと推定される。

第 1層黒褐色腐植土層

E D C B';°A 

~ 
第 4図越路 34線遺

跡発掘計画図

1 

-D 

3 

この層は、腐植含量の多い黒褐色土層で、耕作によって著しい攪乱を受けている。層厚は、薄い

ところで 6-Bcm(B8、B9、B10の各発掘区）、攪乱の著しいとこるで48cm、土層の比較的安

定したところで28-30cmである。 AB、B1、B2、B3、B4の各発掘区では、この層と第2層

の耕作侭よる攪乱がとくに著しい。この層に包含される遺物は、第 2層から削り取られて混入した

ものと推定される。

第 2層黄褐色土層

この層は、黄褐色土壌で構造が粒状を成し、その手ざわりがわずか佼砂粒を感じさせる。この層

中のところどころで植物遺痕を認めた。発掘区の西側で比較的安定した層厚をもち、元堆積状況侭

復元すれば、北方向及び西方向匠向けて層厚を増している。層厚は、薄いところで 4cm (B11発掘

区）、 6-8 cm (B 6、B9、BIOの各発掘区）、厚いところで44cm (E 3発掘区）、比較的安定

したところで26-28cmである。遺物は、この層の中～上位から出土した。
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第 3層砂礫層

この層は、河川の堆積侭よる砂礫層で、砂層と礫層が指状交差する。砂層の一部は砂壌土あるい

は粘土層に移行し成層するところもある。礫層は一般に中礫であるが、分級のよい細礫の部分もあ

る。この層中匠は、なんらかの条件で混入したと見られる遺物が、 1、 2みられたのみである。

3 遺構、遺物

今回、発掘した調査区城内では、遺構と認められるものは発見されなかった。ただ、 B3、B4 

の各発掘区の第 2層中から直径20-30cmほどの粘土塊が、各 lj固発見されたが、遺構侭結びつくよ

うなものではなかった。

遺物は、上より第 1層の腐植土層と第 2層の黄陽色土層から出土し、 1-2の例外を除いて第 3

層からは出土しなかった。この例外は、なんらかの条件で第 3層の砂礫層忙混入したものと推定さ

れる。また、第 1層中に包含されている遺物は、耕作によって第 2層中のものが、削り取られ混入

したものと推定される。

これらのことから、本遺跡で発見された遺物は、 1つの土層中侭含まれていたもので、その文化

層も、 1つのみで、 2つ以上ではないと思われる。

本遺跡から出土した人工遺物は、量的侭は多くないが、上川町では始めて発見された土器である

ので、その特徴等を述ぺていきたい。最初匠土器、そして石器、次にその他の遺物の順で述ぺてい

くこと匠する。なお、発掘前侭表面採取された遺物忙ついては、そのつど断わりを付して説明を加

えることとする。

c 
(!)土器

土器は、おも匠A3、A4、A7、A8、B2、B3の各発掘

区から出土した偶 6図）。先に述べたように本遺跡の調査では

出土した遺物も少なく、土器については、群に分けるまでもない

ので、 1固々について説明を加えていきたい。

出土した土器が少ないわり忙は、 2個の土器を復元することが

できた。復元でぎた士器は、深鉢形の土器が !f固、舟形の土器が

1個で、それぞれが B2、B3の発掘区から現地性をほぽ保って

発見されたり

このほか発見された土器片は、形や文様などから考えて、最大

限でも 51固で、それ以上にはならない。

これらの土器の編年上の位置づけ忙ついては、後章にゆずると

して、土器の形、文様などからみて、縄文時代晩期のものと類似

している。とく紀、常呂町栄浦第 2遺跡の13号堅穴出土の土器群

と非常に似ている。
註7

2c  

3 (二〉
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第 6医越路8絲泉遺跡出
土器の分布
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深鉢形土器頷 7図）

この復元された深鉢形土器

の大部分は、昭和51年 5月匠

佐藤吉弘氏が、耕作中に発見

したもので、この発掘のきっ

かけとなったものである。発

見された場所は、 B3の発掘

区を中心としたところ匠あた

っており、発掘のときも、こ

のB3発掘区付近から出士し

ている。

この深鉢形土器の大きさは、

高さが22cm厄どで、口径は平

均17.5 cm、底径は 8cm厄どで

ある。土器の厚さは、 0.7~ 

I. 1cmである。口緑部は、全

体的には直状であるが、口唇

部がわずかに外反している。

底部は、中心部分がわずかに

とびだしているため応乎面

忙おいた場合は、非常に安定

が悪い。

•··· .,,,,,,,, "' 
ぶヽ ヤヽ．．． ． 

盛＼森t;'"""" .:,,;;li:¥ ,,,.~, .. ,, さ・ミ,,,........ . さ；ゞ母諄i
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。
5cm 

第 7図 越路 34線遺跡出土深鉢形士器実測因

文様は、地文として祀行縄文がつかわれ、口唇部には器面紅対して直角に約 0.8 cmの間隔で、縄

の圧痕がつけられている。口縁部には、口唇に平行して縄の圧痕文が数条めくらされている。また

ロ緑部の周円上にほぽ等間隔で、 4か所、縦に 2個デつ、径 1- 1 5cm汽どの貼付瘤文がつけられ

ている。色調は、外面が茶褐色、内面が黒褐色である。土器の胎土には、砂粒を含み、焼成もやわ

らかく、吸湿性が大きい。土器の内側及び底付近には、炭化物質が多く付着している。

舟形土器舘 8図）

この土器は、 B2の発掘区の第 2層中から押しつぶされたような状況で発見された。土器片は、

復元された舟形土器全体の約 3分の 21吐どで、舟形の舟首の部分がないため、全体の形は想像復元

であるが、底部や器壁の立あがりなどから考えて、舟形の形態をとることは、ほぼまちがいないも

のと思う。

この舟形土器の大きさは、高さが約 9cm、口径は長径が27-28cml瓦どと想像され、短径（巾）が

-17 -



19cmで、底部は、長径

が20cm、短径が12cmで

ある。器壁は、底部か

ら、ややふくらみをも

ちながら直状しており、

ロ唇部は平緑となって

いる。

舟形の舟尾の両側、

口唇から 1cmほど下に

直径 0.6cm殴どの孔が

1個ずつあいている。

文様は、平緑の口唇

上侭、縄の圧痕文が横

位侭つけられている。

器壁は、細い縄を棒に

ら旋状にぐるぐる巻き

つけたものをころがし

た撚糸文が縦方向につ

けられている。底の裏

側には、紺行縄文が施

こされている。

土器の色調は、茶褐

色で、胎土には砂粒を

含み、焼成はやわらか

い。また吸湿性も大き

い。

以上が、復元するこ

とが出来た土器である。

このほかの土器片忙

ついては、同じI固体と

思われるものを、それ

ぞれグ）レープとして説

明を加わえていくこと

とする。

。
5cm 

第 8図越路 34線遺跡出土舟形土器実測圏
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第9固 越路34線遺跡出土土器拓本

-19 -



ー

第 1のグループは、第 9図 1、2で、図に示したものの筏か侭数十片の土器がある。これらの出

土場所は、 A7、A8が中心で、これ紅接する B6、B7、B8の発掘区から出土した。 1の口緑

部破片から推定すると口径は、 18-19cm筏どの大きさと思われる。高さは、 12cm砥どである。底径

は8-9cmと推定される。器壁の厚さは、 0.7-0.9cmで、底は厚い部で l1 cmである。 2のとお

りかるうじて口緑から底部まで接合することができた。この 1、2から推測すると、この士器は浅

鉢形の器形で、口縁は楕円形をとるかもしれない。文様は、口唇上忙器壁忙対して直角忙縄の圧痕

がみられ、その間隔はおよそ Icmである。器面侭は、斜行縄文が施こされている。土器の色調は、

茶褐色で、底侭近くなるとすこし黒味をおびてくる。胎土化は砂粒を含み、焼成は堅く、吸湿性は

小さい。土器の内側には炭化物質が多く付着している。

第 2のグループは、第 9図3-7のもので、 B3の発掘区を中心に出土した。図に示した口緑の

破片から推定すると、口緑は円形ではなく方形侭近い形をとるものと思われる。この角侭隆起帯が

つけられており、その口唇が B状に隆起している。土器の厚さは、 0.8-0.9cmである。文様は、

前のもの同様、口唇上に縄の圧痕が O.5 -o. 6cm間隔匠つけられている。器面には、地文として網

文が施こされている。その上に口唇侭乎行にへら状のエ具でつけた沈線がつき、さらに角の隆起帯

から斜方向に沈線がみられる。口緑全体にジグザグの文様が横侭ついているようである。土器の

色調は黒灰色で、胎土に砂粒を含み、焼成は普通で、吸湿性は大きい。

第 8のグループは、第 9図 8-11 (})もので、 A4、A5の発掘区などから出土したものである。

刷きは直状しており、深鉢形匠近い器形をとる土器の破片と思われる。土器の厚さは、 0.9 cm前後

である。口唇は、平緑で口唇上に横方向へと、口唇内側の角に縦方向へと撚糸圧痕文が施こされて

いる。器面には縦方向侭縄文が施こされ、口唇部の下紀縄文原体の先でついた点列が、 O.6 cm厄ど

の間隔でつけられている。

第 4(})グ）レープは、第 9図12の士器で、 A<発掘区から出土した。土器の厚さは、 O.9cmで、文

様は、撚糸文が施こされている。この土器は、前侭上げた舟形土器の一部分かもしれない。

第 5のグループは、図に示めさなかったが、 AB、B3 OJ発掘区から出土したものである。この

土器は、小形のもので、かなりの湾曲をもち、胴部の直径は約 9cmほどと推定される。文様は、斜

行縄文である。土器の色調は、黒喝色で、胎土に砂粒を含み、焼成はよい。

(2) 石器

石器は、使用目的の明確なもの及び調整痕のある剣片についてみると、 B2、B3、 B4、B5 

(13、DB、EBの各発掘区からの出土が多かった儲10図左）。また、剣片の出土量忙ついてみ

ると、 B4が75/固で最も多く、 BB、(13、DBの各発掘区の順となっている 儒10図右）。

今回の調査では、石器の出土量はあまり多くはなかった。しかし、全体的な傾向はつかめると思

う。石器を形態で分類すれば、石鏃、石槍、石匙がおもなものであん。また、その1まか侭調整痕の

麟剥片、石核などがある。石器及び剣片の石質は、 1瓦とんどが黒曜石であるが、数1固だけチャー

トのものがみられた。

-20 -
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石鏃（第11図）

石鏃の完成品及びそれ侭近いものは、

無茎で基部のえぐり込みが深い。しかし

ただ 1つ無茎で基部のえぐり込みのない

ものがあった。石鏃の石質は、すべて黒

曜石であゐ。

1. 両面が騨整されている。基部より

も胴部のふくらみが大きく、基部のえぐ

り込みは、 o. 35cmである。全長 1.8cmX 

巾I.I cmX厚さ o.2cm(以下はこの順序

で言十測値を示す。単位はcmとすゐ）であ

る。出土場所はB3、第 1層であゐ。

2. 両面が調整されている。胴部はふ

くらみ、基部のえぐり込みは、 0.35cmで

ある。大ぎさは !.9Xl.2X03、表面

採集。

a 2と同じ。茎部のえぐり込みは、

ヽ
,"・ 

(1) 

5 

3 I 10 I 12 I 4-5 I 2 

75 I 1 

．
 
．．． 
1

2

3

 

第 10図越路34線遺跡の石器布医（左）
泉II片分布図（右）

3
 

"石鏃・ 石携• その礁●品 数字は●●走示す。

"石匙・ナイフ様石器

る：伎用痘のある剥片

U 3cmである。大きさは 15X(L3)X0.2、表面採集。

4. 両面が調整されている。基部のえぐり込みはない。一部破損してぶり、現存部分の大きさは

1.5X1.5XU3、B3、第 1層。

5. 剥片匠ほんのわずか調整を加えたもので、石鏃の未完成品と思われる。大きさは 2.7X2.0

X 0. 3、B3とB4から出土したものが接合された。

fi 7 石鉱の破損品

石槍（第11図）

石槍は、やや身の厚い荒い両面調整のされたもので、形態は尖頭部が破損して不明なとこるもあ

ゐが、五角形あるいは柳葉形で、刃部は交互剥離のよう匠波状の刃をつくり磨粍の跡を残す。基部

の両脇匠わずかなくびれが認められるのが特徴的である。石質はすべて黒曜石である。

＆ 現存するのは、石槍の尖頭部で、荒い両面調整が施こされていゐ。現存部分は 4.1X33X

0. 9、表面採集。

9. 現存するのは、石槍の基部で、両面が騨整されており、基部の両脇がわずかにくびれが認め

られん。現存部分は 32X34Xl.O、 D3、深さ 40cm。

10. 欠損部分がほとんどない完成品である。両面調整が施きれ、刃部の磨耗は著しい。埜部の両

脇に明らかなくびれが認められゐ。大きさは、 5.2X2-8X0.9、B4、深さ29cnzo

11. 12-13 尖頭器の破損品と思われる。
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図番号 I発掘区 種 類 形 石質
大きさ Ccm

備 考
長さ 幅 厚さ

1 B 3 石 鏃 二等辺三角形状 黒曜石 1.8 1.1 02 墓部にえぐれ

2 ” ” ” 1.9 1.2 0.3 ” 
3 ” ” ” 1.5 (1.3) 0.2 ヽ

4 B 3 ” ' ” ” 
(1.5) 1.5 0.3 破 損 品

5 B3 -B4 ” 不 定 形 ” 2.7 2.0 0.3 未完成品
6 B 3 ” 不 明 ” 

(1.6) (I.I) (0.3) 破 損 品

7 B 4 ” 
II 

” 
(1.2) (1.2) (0.3) 

” 
8 B 3 石 槍 ” ” (32) (3.4) (JO) ” ， 

” 
II II (4.1) (3.3) (0 9) 

” 1 0 B 4 ” 長五角形状 ” (5.2) 2.8 0.9 基部にくびれ
11 B 4 尖 頭 器 不 明 ” 

(1.9) (1 8) (0.4〉 破 損 品

12 C 3 II 

” ” (2.2) (1.6) (0.6) 
I/ 

13 II 

” ” 
(1.4) (22) (0.3) ” 14 B 4 石 匙 縦 形 チャート 4.2 1.8 0.8 

15 ナイフ状石器 ” 黒曜石 4.0 2.0 0.5 
16 D 3 石 匙 ” チャート (3.0) 1.9 0.6 I破 損 品
1 7 B 2 ナイフ状石器 II 黒曜石 (3.0) (2.1) (0 5) ” 18 B 3 II 

” ” 3.2 20 0.6 1 9 E 3 石 匙 ” チャート 5.5 24 0.9 

20 B 4 ナイフ状石器 ” 黒曜石 6.6 3.0 11 
21 B 2 調整のある剣片 II II 4.2 2.9 0.8 

22 B 3 ” ” 
II (4.6) 2.9 LO I破損あり

23 A 7 ” ” ” 5.2 2.9 0.7 
24 B 2 、II

” ” 2.8 2.3 04 
25 B 4 ” 

（（ II (3.3) (2.6) (0.5) 破損あり

26 B 3 ” ” ” (5.3) (2.6) 06 ” 27 B 4 ” ” ” 3.1 2.0 0 5 穿孔器状
28 ” ” ” 3.6 1.5 0.4 29 B 5 II 

” ” 38 2.5 1 3 削 器 状
30 ” ” ” 

(4.2) (2.4) 1.0 破損あり

31 AB  ” ” ” 
(5.4) 4.2 1.3 ” 

32 B 3 ” ” ” 
(2.8) 22 0.3 ” 

33 A 3 
” ” ” 2.9 2.5 0.5 使用擦痕あり

34 B 3 石 核 ？ 不定形．塊状 チャート 5.2 6.6 2.2 

35 D 6 剥 片 不 定 形 黒耀石 44 33 1.3 

36 D 3 ” ” ” 18 2.5 06 I l接合資料
37 D 3 ” ” ” 2.4 2.3 06 
38 C z ” ” チャート 3.0 2.6 0.6 

39 B 3 ” ” ” 2.7 2.9 0.5 I 

※ 発掘区の横棒線は表面採槃のものである。大きさの数字のカノコは現存部分の数値を示す。

第 2表 越路3絲良遺跡出士石器一覧
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石匙（第11図）

石匙は、縦型でつまみを有しない。稜を有する縦長の剣片に必要最少限の調整加工を施し、刃部

としていゐ。石質は、チャート及び黒曜石であゐが、チャートのしめる割合が大きい。

14. 両端に打点をもって表裏両面に一稜を有する縦長の剥片忙細かい調整を施した縦型の石匙で

ある。横断面が菱形のうえ細かい調整で鋭い刃部をもつ。石質は、チャートであゐ。大きさは、42

Xl.8X0.8、B4、深さ30cm。

15. 1稜を有すゐ薄い縦長の剥片侭表裏から細かい調整加工を加えたナイフ形の石匙である。大

きさは、 40X2.0X0.5、石質は黒曜石である。表面採集。

1& 1稜を有すゐ身の薄い縦型の石匙で、刃部に細かい調整加工が施されている。石質はチャー

トで、大きさは ROX1.9XQ6であゐ。 D3、深さ20cm。

17. 3稜をもつ縦型石匙の破損品である。基部につまみらしき加工がみられゐが不十分なもので

ある。石質は黒曜石で、大きさは現存部分 aox2.1xosである。 B2、深さ32cm。

1& 2稜をもつ縦型の石匙で、細かい調整加工が施されている。石質は黒躍石で、大きさはa2 

X2.0X0.6である。 B3、第 1層。

rn 2稜を有する剣片を素材爬調整加工を施した縦型の石匙であゐ。刃部は半円形を成し細密な

調整がなされていゐ。石質はチャートで、大きさは 5.5X2.4X0.9である。 E3、深さ 10cm。

20. 1稜を有し断面が三角形である剥片にご〈一部襲整加工を施したナイフ形の石匙である。石

質は黒曜石で、大きさは &sxaox11である。 B4、深さ 25Clllo

調整痕のある剣片（第11図•第12図）

これは、打面、打瘤を有する剥片の一部分にわずかな調整加工を施したもので、石匙と同様の目

的に使用された可能性があゐ。第11図21・22、第12図23~33苓よび第2表を見ていただきたい。

剥片（第12図34-39)

剥片は、 B 4発掘区（第 2層）、次いで B3、 03、D3の各発掘区から多く出土した（第10圏）

また剥片は、出土した石器総量の約半分を占めゐ。細かく調べゐと剣片の中匠黒曜石やチャートの

原石面を有すゐものが多い。また接合できる剥片が 2組見つかった（第12図36・37)。この接合資

料は B4、D3の各発掘区から 1組

ずつ出土した。

第 8表は、剥片の最大長で分けた

ものである。 1のグループは、縦長

の大型剣片と石核状剣片（第12図ー

34)である。 2のグループは、石器

を作ゐ素材花なりえて、わずかな調

整加工を施すと石匙と同目的使用が

I 

2 

3 

最大長(cm) 個数 石 質

fi 5-7 5 2 黒曜石( 1)、チャート( 1) 

4.0---6.0 1 2 同上(12)、

a g以下 7 1 同上(66)、同 上(5)

A 口 計 85 黒曜石(79)、チャート( 6) 

第 3表越路34線迫跡出土剣片の分類
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可能である。 3のグループは、石器の素材あるいは素材から石器を作る際にできる小さな条1J片であ

ゐ。ただし、この表にはあまり細かな剣片を加えなかったことをことわっておく。

(3) その他の遺物

その他の遺物として、おもなものは、

炭化木片（木炭）及び堅果、それから骨

片及び貝殻片である。

その他の遺物の中で、炭化木片と骨片

の分布は、だいたい一致している。その

分布が密であゐのは、 B3を中心陀 A3、

C 3、D3、B4の各発掘区である。ま

た、その出土層位は、多くが第 2層であ

った。

炭化木片及び堅果

炭化木片としたものは、完全匠炭化し

ているものの厄か応木質部を残してい

ゐものもあった。炭化木片の大きさは、

0.5-l5cmくらいで、それより細かい

ものでは無数紅見られた。また炭化木片

は、 AB、B3、 C 3、D 3、B4の各
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第13圏越路34線遺跡出土炭化木片（左）
骨片（右）の分布

1: 非常に多い 2 : 多＇い

3 : 少ない

発掘区（第 2層）で多く見られた。

堅果として、炭化したクルミの殻がB5、C3の各発掘区から出土した。
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骨片及び貝殻片

骨片は、風化が著しくてもろくなり小さな粒状匠なり土中匠散在していた。わずか匹骨の組織を

残しているものもあったが、何の骨であゐか究明する忙至らなかった。骨片の大きさは 0.5~  Q 9 

cmくらいで、細かいものでは無数匠見られた。骨片は、 B3を中心に AS、 0 3、D3の各発掘区

（第 2層）で多く見られた。

貝殻片 1点が、 D3発掘区の深さ27cmから出土した。
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第5章 越路 34線遺跡発掘調査のまとめ

越路34線遺跡忙ついて昭和5碑F度の調査から箇条書きにまとめゐと次の通りである。

I. 

9
i
 

＆
 

41

只
5

6
 

ー

＆
 

本遺跡は上）II管内上川町字越路34線286番地、佐藤吉弘宅地内にある。遺跡は、石狩川支流

エチャナンケップ川右岸の低位河成段丘上に位置する。

耕作中匹遺物が出てきた地点を中心に南北22m、東西lOmの発掘区を設定し、そのうち十字

形の部分約88加を発掘騨査した。

本遺跡の層位は、上から第 1層の腐植土、第 2層の黄褐色土、第 8層の砂礫屠（含砂攘土、

粘士）に分けられる。また本遺跡の文化層は第 2層の中～上位と推定される。

遺構と認められゐものは、発見されなかった。

遺物は、第 1層と第 2層から少量出土した。第 1層に包含される遺物は、第 2層から削り取

られて混入したものと推定されゐ。したがい本遺跡は、時代も文化層も 1つで 2つ以上認め

られない。

土器は、深鉢形土器と舟形土器の各1個ずつが復元された。そのほかに 5個くらいの士器の

存在したことが確認された。

土器の文様の特徴は、縄文または撚糸文を地文とし、口唇部に縄の圧痕文あるいは撚糸文

が縦方向、横方向に施されていゐ。また口縁部匠数条の縄の圧痕文がめぐらされたり、 2条

1組の沈線文が施されていゐものもあゐ。底部は、乎底ないし弱揚底である。これらは、縄

文時代晩期の土器匠類似すると考える。

石器の主要な構成は、無茎でえぐりの深い石鏃、基部の両脇匠くびれのある石槍、縦型の石

匙、胴整痕のある剥片である。

石器剣片中匠黒曜石の原石面をもつものが相当量出土したほか、接合できる資料も 2組あっ

たことなどから、

a
 

10. 

この場所で石器の製作が行なわれたと考えられゐ。

その他の遺物として、土器、石器出土量の多い地点と重なって、炭化木片と骨片が相当量認

められた。

遺跡は、発掘区の未騨査部分及び発掘区の東方侭広がっていると推定されゐ。
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第 6章 越路34線遺跡の編年上の位置づけ

北海道で、人びとの活躍が始まったのは、今からおそよ 2万年ほど前といわれてい主す。当時、

大陸と陸続きであった日本列島に人びとが、移り住むようになったと考えられています。その後、

北海道で生活をしていた人たちが、土器を作ることをおぼえたのが、今から 8千年ほど前ですから、

上川町の日東で発見されています士器をともなわない石器は、それよりも古い時代のものといえま

す。北海道で生活をしてきた人びとは、 このような長い歳月を厳しい自然と斗いながら、多くの経

験を積み重ね、知恵を蓄積し、今日までの歴史を形づくってきたわけです。

私たちは、今回、越路34線の遺跡を調査し、前のページで報告したとおりの土器や石器を発見す

ることができました。今回の調査で発見された土器や石器は、量的にはあ主り多くなく、遺跡の規

模も大き（ないようです。また、住居のあととか、お墓のあとといった遺構も発掘した区城からは

見いだすことはできませんでした。今後、周辺を調査すること忙よって、 もっと大ぎい遺跡に発展

するかもしれません。しかし、今回の遺物分布範囲が、この遺跡の中心だとしますと、 あまり長時

間生活の拠点とたっていたとは思えません。これらのことは、今後の調査をまつことにして、越路

34緋遺跡から発見され

た土器が、どのような

時期のものかを考えて

います。

越路34線遺跡出土の

土器は、深鉢形のもの

と舟形のものとが復元

することができました。

これらの土器に類似し

たものが、今日までど

こかの遺跡で発見され

ていないかを調べてみ

た結果、報告でも述ペ

たとおり、常呂郡常呂

町栄浦第2遺跡ヽ 13号

竪穴から出土した土器

に似ているよう忙思え
註8

ます。また、釧路市幣

舞遺跡で出土したヌサ

マイ式土器の範囲のな

後 東 北 道 南 道 央 道 東

期
た呈 林 TCP・V類

縄

御殿山一栗 沢一

文 東三川 l

晩 大洞廿弔( 高野 V類 寿 都

時 上の 国

大洞 01 札刈 l群 東三川 I

代
大洞。2 札刈 I群 虻田高砂

期 大洵 A 日の 浜 クンネト一L ヌサマイ

マ マ チ 栄浦2・13号

緑 ケ 岡ー

（弥生時代） （続縄文時代）

第 4表 縄文時代晩期の絹年表（宇田川洋氏編年）
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註9
かに含まれるものとも思えます。この栄浦第2造跡の土器、ヌサマイ式の土器は、宇田川洋氏の「

註10
北海道の考古学」では、前のページの第4表のように編年されてい生す。この編年表にみられるよ

ぅ紅、ヌサマイ、栄浦第2の両遺跡の土器は、縄文時代の最終末に位置づけられています。
註11

幣舞遺跡を調査した沢四郎氏は、ヌサマイ式土器について、次のように述べています。

縄文晩期……終末期近くなると、釧路市幣舞遺跡で、最初に注目されたヌサマイ式土器が出現

し、この流れを汲む土器は、…・・・広い分布圏をみせ、北海道土着の土器の伝統を主張する。その

器形は変化に富んでいる。深鉢、浅鉢、壺形、舟形、ピク形、注□士器などがある。大きさもさ
まざまである。深鉢系統の土器侭大形品がみられる。底部は、平底というより少し丸底気味で出

ばっていて、その生まの状態では立たず、不安定である。文様としては縄文がもっばら多用され

ているが、網文だけ単独忙施される士器は、浅鉢、深鉢などの日常の煮沸用の土器に多い。普通

は、縄文を地文とし、沈線文、縄線文、撚糸文などが施文されている。浅鉢の口唇侭は、突起な

どのある部分に渦巻（撚糸文を施文する（せがある。舟の形をしたいわゆる舟形土器は、縄文を

地文とし、太目あるいは、細目の沈線を施し、真赤匠べ＝ガラの塗彩ざれたものが多い。深鉢や

壺形土器の口頸部忙は、沈線文や撚糸文が横位に数条施されるものが比較的多くを占めるが、こ

れが胴部に縦位に（ね（ねと波状を描いて施文される例がしばしば見受けられる。ヌサマイ式の

沈線文は、丸味を埠びた箆描昏沈線というところに一つの特徴を見出せる。

以上、ヌサマイ式土器について引用が長くなりましたが、今回、調査した越路34線遺跡の場合は

これらのすべてを満足させるだけの土器をえることはでぎなかった。しかし、越路の土器は、栄浦

第2遺跡の土器をも含めた広い意味でのヌサマイ式土器の範時に入れて間違いないものと思います。

ただ、宇田川氏の綱年もそうですが、ことまで比較して知た土器は、上JI[地方のものではなく、す

ペて北悔道東部に位置する遺跡のものばかりです。これは、今日生で上）ii地方を中心にした絹年が

十分になされていないことによるものです。しかし、沢氏も述べているように、これらの土器は、

広い分布をもっていますから、上川地方でも発見されています。年代幅は多少あるかもしれません
註12

が、これらに近いものは、錦町遺跡をはじめ旭川市内の多くの遠跡で採集されていますし、鷹梧町
註13 註14 註15

嵐山遺跡、東川町幌倉沼遺跡、富良野市鳥沼遺跡などでも発見されています。

以上、述べてきましたように越路34線遺跡の土器は、縄文時代晩期の最終末に位置づけられると

考えることができます。そこで、縄文時代後半の様相を大含な眼でみてみることにします。

縄文時代晩期の前半は、宇田川氏の綱年をみてもわかるとおり、道東部では、どのような土器が

存在していたのか、今日までの研究では、まだはっ含りしていませんo道南部・渡島半島は、東北

地方と同じ形式の士器が、その分布を広げはじめています。次に晩期後半、終り近くなってから、

前に上げたヌサマイ式忙代表される土器が、道東・道北で、その分布を広げていくことになります。

そして、東北地方・道南部が一つの文化圏を形づくり、石狩低地帯付近より道東・道北に一つの

文化圏をつくるようになり、北海道は二つの大きな文化圏に分かれます。しかし、道南の尻岸内町

日の浜遺跡から出土した日の浜式土器が、釧路市のヌサマイ式の土器を出す遺跡から出土するなど

両文化圏の交流はあったようです。
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化海道が、このような状況であった時期、北九州には、大陸からコメと金属器をもった新しい文

化が日本列島に上陸し、弥生文化として東に、そして北に分布を広げてい〈時代にあたっています。

すなわち、この越路の土器のころになると九州、近畿、関東、東化と順に、農耕を中心とした新し

い弥生文化に変っていくわけです。しかし、北海道花は、コメを基本とした農耕は、入ってくるこ

とがなく、網文文化柘続く、続縄文文化、擦文文化も漁拐、狩猟を基本とした社会が続き、その流

れが、アイヌの人たちにうけつがれていくことになります。
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図 版





第1医版

1) 越路34線遺跡付近の航空写真 (X印は遺跡を示す）

2) 越路34線遺跡の遠景（越銘峠から）



第 2固版

1) 越路34線遺跡発掘光景 (Bll区から）

2) 越路34線遺跡トレンチ光景 (B1区から）



第 3図版

1) 越路34線遺跡士層断面 (C3区）

2) 越路34線遺跡土器出土状況 (B2区）



第 4圏版

1) 越路34線遺跡石器出士状況 (B4区）

2) 越路34線遺跡石器出土状況 (B4区）
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第5函版

越路 34線遺跡出士深鉢形土器



第 6図版

（側面）

（内側）

（側面） （底）

越路34線遺跡出土舟形土器



第7圏版

越路 34線遺跡出士士器



｀ 
第8図版

越路 34線遺跡出土石器 l



第 9図版

越路 34線遺跡出士石器 I



第10図版

1) 接 合 前

2) 接合状態

越路34線遺跡出土剣片接合資料



第11図版

1) 越路34線遺跡出土炭化木片

2) 越路34線遺跡出土骨片



ぉゎ り に

本調香は、上川町内で最初に発見された土器文

化をもつ遺跡の発掘調査である。調査参加者の多

くは、発掘調査の経験に乏しく、初歩から学習を

積み重ねながら調査を進めてきた。したがって調

査全般にわたり未熟な部面が少なくない。しかし

不十分たがら今回の調杏記録を報告することがで

きたのは幸いである。関係者の方々には、本報告

をごー読され、ご指導ご鞭撻のほどをよろし（お

願い致したい。

最後になってしまったが、今回の調査柘あたり

地主の佐藤吉弘氏のご理解とご協力に深く感謝申

し上げる。同氏には、発掘中熱い味噌汁や馬鈴薯

など厚い持て成しをいたたいた。そんなことが、

調査参加者を励まし立派な仕事をしなければ申し

訳ないということで一同頑張った。

また、前上川町社会教育主事であった小西峰夫

氏には、調査の諸準備から諸手続に携わり、その

半ばで士別市に転任された訳であるが、同氏にも

感謝の意を表わしたい。

調査が一応の成果を収めることがで知たのも、

以上の方々をはじめ上川町内外の多くの方々のご

協力があったからであり、ここに銘記して感謝申

し上げる次第である。

昭和53年 1月

上川町埋蔵文化財調査会
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